
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２０２４ＪＲ総連春闘がスタートし、加盟単組間の連携と共闘の必要性

が高まる中、ＪＲ東労組組合員の自宅に「ＪＲ東海労働組合新幹線地方本

部」の封筒（消印２月１９日）で、ＪＲ東海労副委員長から「手紙」と「Ｃ

Ｄ３枚」「２．１４ＪＲ総連見解」が届きました。 

内容は、２月１４日のＪＲ総連の見解には「いくつかの事実誤認もある」、

新労組結成の「たたかいを拡大するのがわが仲間ではないでしょうか」と

書かれています。 

 

 この手紙はＪＲ東海労淵上委員長も出席し異論も述べず賛同したＪＲ

総連第９回執行委員会での決定に反する行為であり、ＪＲ総連春闘の重要

な時期において組織の団結を乱し、混乱と不団結要素の拡大をもたらすも

のです。 

ＪＲ東労組はＪＲ東海労に厳重に抗議し、ＪＲ総連に対し、ＪＲ総連規

約第５条５項（目的）の加盟組合および組合員の団結の強化と組織の拡大

に相反するこの行為に対し、厳正な対応を要請します！ 
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